
 令和 4年 1月 25日 

 

上越市長 中川 幹太 様 

 

                             三郷区地域協議会 

                              会長 竹内 浩行 

 

三郷地区公民館整備に関する意見書 

 

 上越市地域自治区の設置に関する条例第７条第１項の規定に基づき、三郷地区公民館の

整備について自主的に審議した結果、下記のとおり意見がまとまりましたので提出いたし

ます。 

 

記 

 

 昭和５５年に建設された上越市立三郷地区公民館（天野原新田）は、市が平成２３年度

に行った建物の耐震診断で耐震強度不足と判定されました。その後、市は令和２年度に雨

漏り箇所の改修を行いましたが、利用者の生命の危険に及ぶかもしれない耐震強度不足へ

の対応が行われておりません。さらにトイレが男女共用であることや和室・集会室の照明

設備が暗いことなど、施設全体の老朽化により利用者が安全かつ快適に安心して利用しに

くい状況であります。 

また、この件は１０数年前から地域の懸案事項として認識しており、令和元年から毎

年、三郷地区町内会長協議会と三郷まちづくり振興会の連名で市に要望書も提出されてい

ますが、市の回答は「公民館の整備計画を検討している段階」として、具体的な改善策が

地域にも示されておりません。 

よって、当地域協議会として別紙のとおり調査・審議を重ねた結果、区内唯一の公の集

会施設である三郷地区公民館を子どもから高齢者まで気軽に集まることができる地域コミ

ュニティーの場として新築されることを提案します。 

なお、新築に長期的な時間を要する場合は、現代の公の施設では考えられない男女共用

のトイレの解消など、施設設備の早期改善を要望します。 



1 
 

 

【施設の利用状況】 

  上越市立三郷地区公民館は、かつての三郷村役場がおかれていた場所に、昭和５５年

木造２階で建設され、隣接している三郷小学校や三郷保育園とともに、地域の中心地に

立地する大切な施設として、長年地域住民から親しまれています。 

 三郷区の人口が約１，３００人である中、コロナ禍以前の令和元年度の利用者数は、

年間４，７６６人であり、軽運動、料理教室、趣味活動などに取り組む社会教育施設と

しての機能だけでなく、地域住民による会合、高齢者支援事業、地域の健康・保健衛生

に関する講座など、幅広い用途で利用できる区内唯一の公の集会施設となっています。 

 

【地域協議会における審議経過】 

当地域協議会では、この施設が建設から４１年を経過し、老朽化や耐震強度不足などの

問題で利用者が安全かつ快適に安心して利用できない現状を捉え、令和３年２月１２日か

ら「三郷地区公民館の整備」を自主的審議事項として審議を開始し、以下のとおり現状把

握に努め、審議を進めてきました。 

令和３年７月２５日：三郷地区公民館と同規模の高士地区公民館及び合併前上越市で直

近に建設された八千浦地区公民館を視察し、各公民館建設に至っ

た経過や利用状況などを調査しました。 

令和３年９月１４日：市担当課から「三郷地区公民館の改修計画について」説明を聞

き、今後の市の考えを把握しました。 

令和３年９月１７日 

～９月２９日：三郷地区公民館を利用している１５団体を対象にしたアンケート

調査を実施し、施設の現状、不具合、整備の在り方等について、

利用者の声を調査しました。 

（アンケートの結果概要は次頁） 

令和３年１０月１４日：委員による施設の不具合箇所の確認を行いました。 

令和３年１２月１３日：三郷地区町内会長協議会（町内会長１１人）との意見交換会を

開催し、これまでの取組内容の報告と三郷地区公民館整備に関

する意見交換を行いました。 

 

 

別紙 
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【利用団体を対象にしたアンケート結果概要】 

 １ 調査目的 

   三郷地区公民館利用者の実態や実感、素直な声を把握し、三郷区地域協議会におけ

る自主的審議事項「三郷地区公民館の整備について」、今後の審議に生かすもの。 

２ 調査方法 

【対象】三郷地区公民館を利用している団体（１５団体） 

   【方法】地域協議会委員が団体へ依頼 

   【期間】令和３年９月１７日（金）から令和３年９月２９日（水） 

３ 回答結果 

回答団体１５団体、回答率１００％ 

４ 主な意見 

・三郷地区公民館は公民館主事が常駐しているため気軽に集まりやすく、親しみやす

い場所であるとともに研修や住民の集会には欠かせない必要な場所である 

・男女共用のトイレは人権問題である。また、和室の照明が暗く会議に支障を来して

いること、公民館施設の老朽化に伴い地域活動の停滞が危惧される。 

・子どもから高齢者まで気軽に集まることができる地域コミュニティーの場として、

活動できる施設や１階に広い部屋（集会室）がある施設を望む。 

 

【地域協議会の意見書として提出することについて（まとめ）】 

・施設利用者へのアンケート結果等から、最も不便に感じている男女共用のトイレは、

公共施設の設備として問題であると考えることから早急に解消する必要がある。 

・公共施設の建物が耐震基準を満たしていないことも問題であり、トイレの問題と合わ

せ早急に建物を改修する必要がある。 

・この施設は築４１年を経過して施設各所の経年劣化が進んでおり、設備等も古いまま

であるとともに、高齢者や障害者に対する配慮をした設計となっていない。 

・これら問題を解消するためには、部分的な改築では難しいと考え、新築が妥当と判断

する。 

・この施設の老朽化等に伴う不具合は、１０年前から地域の懸案事項として認識されて

おり、三郷地区町内会長協議会などが市に改善要望をしてきたが、未だ進展の様子も

なく、具体的な改善策が示されていない。 
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・近年建設された高士地区公民館、八千浦地区公民館を視察した際、幅広い年齢層の住

民が夜間帯に至るまで、様々な用途で施設を利活用している様子をみることができ

た。その結果、施設設備の充実により、地域活動の活性化が図られるのではないかと

感じた。 

・今後、市が新築を検討するに当たっては、地域コミュニティーの核となる場となるよ

う、高齢者から子どもまで幅広い年代の住民が利用できるような機能を有し、高齢者

が使いやすい施設になるよう要望する。 

 

以上のことから、三郷区地域協議会として審議した結果を市に意見書という形で提案す

る。 
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施設内の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共用のトイレ 

和室照明 

ロビー照明 

◀入口はアコーディオンカーテン、のれんで仕切られ 

ている状態（夏には悪臭が発生） 

◀照度が暗いため、カバーを外して 

使用している 
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集会室の剥がれた壁 

集会室照明 階段下照明 

◀ガムテープ等で補修されている▼ 
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和室のささくれた畳と壁 

併設された調理室までの廊下 

集会室までの手すり 

両側に手すりがない▶ 

◀廊下に照明が設置されておらず暗い 


